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2021年1月24日（日）、広島県木造住宅生産体制強化推
進協議会主催、（一社）木を活かす建築推進協議会共催の
もと、「和の住まい推進リレーシンポジウムin広島」を開
催いたしました。コロナ禍の状況を踏まえ、急遽、オンラ
インでの開催となりましたが、住宅設計、施工の実務者
から学生まで、100名あまりの方々にご参加いただきま
した。
講師には、横内敏人建築設計事務所主宰の横内敏人氏を
お招きし、「家と庭と開口部を考える」－自然とともに暮
らす家のつくり方－というテーマでお話しいただいたほ
か、木材（地域材）の活用、伝統技能の継承・育成、伝統産
業の振興・活性化等に関する施策や取組について、国交省、
文化庁、林野庁からそれぞれ発表いただきました。

講演は庭、日照、借景、
風といった様々な外部環
境を、開口部を通してど
のように居住環境に取り
込み、その中間領域をい
かに室内化して一体の空

間とするかというテーマをもとに、横内先生が近年設計さ
れた住宅と影響を受けた住宅をあわせた13邸が紹介され
るものとなりました。
横内先生が設計される住宅の開口部の多くにはロール
スクリーンが設置されており、内障子の現代版と考えてお
られるとのことでした。具体的には、柱の室内側に5mm
の隙間を設けて板を貼り、その隙間にロールスクリーンの
両端を差し込むことで、開口部からの冷気の侵入を防ぐ構
成となっています。これにより、すっきりとした内観を実
現しつつ、環境に応じた大きな開口が確保されていること
が理解できました。
「細庭の家」では、敷地内の庭部分は小さい面積ではあ
るものの、道路を挟んだ眼前の緑地を借景としてつなぎ、
一体の空間として取り込み、また、将来この緑地がなく
なっても明るい居住環境を保つため、天井高を高く、開
口部が大きく確保されていました。これによりどこから
でも庭が見えるような計画となる他、夏は風が通り、冬
は奥深く日が差し込む、居住性の高い住まいが実現して

いました。
このように環境に応じて外部をできる限り取り込む手
法は全ての作品に共通することでした。コロナ禍により
生活様式が変わり、お家時間が増える中、このように家の
中のどこにいても自然とつながることの価値をこれまで
以上に感じた内容でした。参加されたみなさんにとって
も、写真や図面を使った丁寧な説明で参考になることが多
くあったのではないでしょうか。

今回は直接お話を伺えなかったことが残念でしたが、
「和と洋、伝統と最新技術をどのように融合させるか」に
ついて、形式にこだわらず考え続けているというお言葉も
あり、木の架構を美しく見せられる横内先生の住宅への細
やかな配慮を垣間見ることができた講演に加え、各省庁か
らの発表により木造住宅を取り巻く環境等の情報を得る
こともでき、盛りだくさんな内容となりました。

今回は開催の中止も叫
ばれた中、委員会もオン
ライン化し、各委員協力
のもと運営方法の検討、
各講師の方との調整など
限られた時間で大変でし

たが、大きなトラブルもなく無事開催することが出来まし
た。建築士会では、関係団体のご協力も得ながら、全国で
活躍されている建築家をお招きし、こうした住宅講演会を
毎年好評のもと開催しています。次回もどうぞご期待く
ださい。

和の住まい推進リレーシンポジウムin広島

「家と庭と開口部を考える」 横内敏人氏講演会
江南 大樹・佐々岡 由訓住宅委員会

講師：横内敏人 先生

リモート運営の様子(ホストルーム)

細庭の家
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CPD認定プログラム（3月～4月の広島県内実施分） 
2021年2月4日現在

日  時 プログラム名 単位 主　催 連絡先

3／16 よくわかる！  土質力学の基礎と応用 6 インターウェーブ 099－812－0677

3／17 一級／二級／木造建築士定期講習（6D-08） 6 広島県建築士会 082－244－6830

3／24 一級／二級／木造建築士定期講習（6D-07） 6 広島県建築士会 082－244－6830

3／26 労働災害ゼロを目指す！  ヒューマンエラー対策とリスクアセスメント2020 6 インターウェーブ 099－812－0677

4／21 DIYリフォームアドバイザー資格認定講座 6 一般社団法人住環境教育協会 082－241－5707

90×127mm

令和3年度 日本建築士会連合会 事業予定

2月1日現在の事業計画です。新型コロナ感染拡大のため、
6月開催予定の「中四国ブロック大会」の実施は正式に決定
ではありません。各行事の予定が決まり次第、マンスリーで
お知らせします。

行　　　　事 場所 備考

6月12日㈯
～ 13日㈰

中四国ブロック青年・女性建
築士の集い 下関 仮予定

7月4日㈰ 二級建築士「学科」試験 ― 決　定

7月11日㈰ ー級・木造建築士「学科J試験 ― 決　定

8月又は9月 全国女性建築士連絡協議会 福岡 未　定

9月12日㈰ 二級建築士「設計製図」試験 ― 決　定

9月25日㈯
～ 26日㈰

中四国ブロック若手建築志
（士）交流会in鳥取 鳥取 仮予定

10月10日㈰ ー級・木造建築士「設計製図」
試験 ― 決　定

11月20日㈯ 建築士会全国大会「広島大会」 広島 決　定

11月21日㈰ 同上　エクスカーション 広島 決　定

2月 全国まちづくり会議 ― 未　定

3月 全国青年委員長会議 ― 未　定

■ 第30回実行委員会を開催しました
　2021年2月17日（水）18：30 ～
11月20日・21日の開催まであと9 ヶ月
となりました。広島会場とWEB配信の
ハイブリッド開催を検討中です。2月の
現時点では、大会式典・基調講演・交
流セッション・大交流会や広島県各地
で行う地域交流会（エクスカーション）
も開催予定です。

第63回建築士会全国大会

広島大会実行委員会の活動紹介－4
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Photographer：笹の倉舎／笹倉洋平

表紙写真について
PIVOT  SHELTER

●設 計 監 理／株式会社CAPD 門内  一生（会員）・小原  弘和

               常信  　大・増井  和哉

●施 工 管 理／下岸建設株式会社 下岸  宏靖・原田  正治・葉間田  稔

●構 造 設 計／Q＆Architecture 中原  英隆

●外構・造園／WA-SO design 和想 信原  宏平・西之園  裕二

●主 要 用 途／専用住居

●構 造／RC造

●階 数／3F

●敷 地 面 積／557.59㎡

●建 築 面 積／166.74㎡

●延 床 面 積／325.71㎡

●所 在 地／広島県広島市南区堀越

●竣 工 年 月／2020年2月

2階をずらして光を取り込み、重厚さと軽やかさを併せ持つ邸宅
古い町並みが残り、住宅が密集する周辺環境の中、本計画敷地の道路向かいに
ある公園が地域の貴重な余白となっている。当該地域にあって隣接する賃貸
住宅を含めた広大な敷地を所有するクライアントから、住宅として高い品質
と同時に、周辺環境にも配慮した設計を求められたことを背景に今回の設計
に至った。住宅設計において、クライアントの多くがプライバシーを確保しつ
つ内外の空間の繋がりを求めている。建築を開放するための開口部と、プライ
バシーを守るための塀を、この計画ではそれぞれを別のモノとして扱うので
はなく、1つの建築とすることで開放とプライバシーという相反する要望に
応えた。隣接する賃貸住宅、道路向かいの公園や敷地裏手の道路など、周辺の
視線からプライバシーを確保するため開口は最小限にとどめ、吹き抜けやバ
ルコニー、庭から光を取り込む計画とし、構造は階高や室内のスパンの確保か
らRC造が最適と判断した。しかしRC造は単色で均一な素材であるため、今
回のように開口部が少ない設計となると、単調で鈍重な建築となってしまう。
そこで2階をずらし、採光とプライバシー確保のために設置した2階の大き
な吹き抜け部分にスギ型枠で表情を付けた。なおかつ大きく角度を付けたこ
とで、2階部分が軸を中心に旋回しているような表現を与え、重厚であるがど
こか軽やかさを感じる建築に仕上げた。外構が建築をつくり、内外ともに建築
としての空間化が図られ、建物の余白から木々が見えることにより周辺と調
和し、外からも中からも楽しめる住宅となっている。
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「インテリアシリーズ」第2回は、昨年の5月に予定していました
が、コロナ感染拡大で延期、新年1月17日（日）に、初のオンライ
ンでの開催を試みました。参加者8名（内会員4名）でした。
「ビジョンボード」は目に見えない夢を目に見えるボードにまと
めてゆくことで、ぼんやりとしていた目標が明確になり、ボードを
毎日眺めることで潜在意識にインプットされて実現を促すことが
できます。

実は前日の夜イメージの写真をかき集めまし
た。ボードを作成して皆さんの夢や好きなものを
共有することをこの2時間のなかでやり切ること
がすごく新鮮で有意義な時間でした。そしてゆっ
くり自分と向き合う時間をいままできちんと持
てていなかったことにも気づけて私は食卓にこ
のボードを飾って今は毎日予祝しています。皆さ
んイキイキしていて新年行事として繰り返し行
いたいと思える企画となりました。 （小玉 志帆）

■次回のお知らせ■
毎年1月・5月・9月の第3日曜に開催します。
次回は、5月16日（日）「表装」です。お楽しみに！

1 明日のくらし　  2 日々コツコツと　  3 水・青・ガラス  　4 世界１週ABW
5 なりたいもの、やりたいこと、ほしいもの　  6 10年後　  7 取り入れたいスタイル

このワークショップは会場で「場の共有」
を醍醐味と考えておりましたので、オンライ
ンでビジョンボードの魅力をうまくお伝えで
きるのか心配でしたが、無事終えることがで
き皆様から温かいご感想を頂けとても嬉しく
思いました。
ご自宅での作業は、寧ろリラックスされ潜

在意識全開のご様子でしたし、アットホームな
空気感でワクワクと理想の未来をイメージして
頂け、会場とはまた違う楽しさも感じました。
建築のプロの方々も夢中で取り組んで頂け、有
意義な時間を過ごしていただけたかと思いま
す。私自身も学びの場として貴重な機会を頂け
心より感謝致しております。 （山田 真佐江）

Cassina・IXC 広

島のマネージャーと

して広島オフィス開

業からショップ立ち

上げ、企業・個人住

宅への提案、VMD、

スタッフ育成、東京

本社では百貨店のイ

ンショップ立上げな

ど様々な実績を持ち、既成概念に捉われない発想の

転換や独自のユニークなアイデアで、空気感をガラ

リと変えていく空間コンサル・アレンジも評価が高

い。幅広いジャンルのプロともコラボレーションし、

より豊かな暮らし提案を展開している。

地域だより
広  島

女性部会プレゼンツ インテリアシリーズ  第2回

夢をかなえる「ビジョンボード」ワークショップ

  〈講師紹介〉山田  真佐江さん－－「PinoStyle」暮らしスタイリスト
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中国エリアをすっぽりカバーしています
広島本店：広島市中区国泰寺町 1-3-32 国泰寺ビル 1 階
TEL：082-545-5607　FAX：082-545-5608
広島北支店：広島市安佐南区西原 6-9-40-7　TEL：082-832-3310　FAX：082-875-4330

福山支店：福山市西深津町 1-10-1　TEL：084-973-9143　FAX：084-973-9146

安全で安心な住まいづくりをサポートします。
◆
◆
◆
◆
◆

建築確認・検査
住宅性能評価
フラット35適合証明
長期優良住宅技術審査
低炭素建築物技術審査

◆
◆
◆
◆
◆
◆

住宅かし担保責任保険
省エネ関連業務
すまい給付金サポート
リフォーム評価ナビ
地域型住宅グリーン化事業申請窓口
ベターリビングリフォーム審査業務

指定確認検査機関・登録住宅性能評価機関

URL:http://www.hkjc.co.jp

本社

営業所

〒730-0013  広島市中区八丁堀15-10
TEL（082）228-2220  FAX（082）228-2231
〒720-0034  福山市若松町8-22
TEL（084）928-3979  FAX（084）928-3974

株式会社 広島建築住宅センター


